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テーマ 外国人労働者との秋田弁コミュニケーションツール

概要
介護を担当する特定技能実習生が学んでくる日本語では、秋
田県の施設入所する高齢者や、働く職員と円滑にコミュニ
ケーションをとることができない。



• 秋田弁の独特なイントネーションや方言は通じない。
• 秋田県人ですら、よく耳にする方言を標準語で説明するのも難しい。
• 外国人労働者にとって現地の言語は壁であると同時に、学びの対象
や共通の話題を得るための楽しみでもある。

• その場で翻訳して、なおかつ練習できる翻訳機があればなあ……
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